
OpenFlow による高信頼・トラヒック分散ネットワークの構築 

 
B－６    Building of high reliability and traffic distributed network by OpenFlow 

 

鈴木 龍太†  大木 英司† 
Ryouta SUZUKI†  Eiji OKI† 

† 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 情報・通信工学専攻 

† Faculty of Informatics and Engineering, The University of Electro-Communications 

 

1. はじめに 

ネットワーク通信に障害が発生した際、その被害をなるべく

最小に留めることで、ネットワークの信頼性を高める一方で、

破損時の対策だけでなく、平常時の通信に於ける効率的

な通信もまた両立させたい。 

そのアプローチの一つとして、現在のネットワークにおい

て使われている Open Shortest Path First(以下、OSPF) と

いうルーティングプロトコルを改良した Smart-OSPF (以下, 

S-OSPF)が Mishra らによって提案されている[1]。この S-

OSPF では発ノード（出発点のノード）においてトラヒックを

分散させて送ることにより、ネットワークの混雑を抑えた通信

を可能とするが、リンク故障が起こった時の対処が現在確

立されていないことと、トラフィック分配比の計算には集中

制御を必要とするため、既存のルータに異なる分散比での

トラヒック転送をさせるには比率計算のためのサーバー及

び、ルータの改修が必要という問題点がある。 

そこで、本研究では、ネットワーク機器を一つのコントロ

ーラーで一元管理する OpenFlow によってルータに機能を

追加させることにより、S-OSPF の使用中に経路に障害が

発生した際に於けるルータの適切な対応動作を実現させる

ことを目的とする。 

２. OpenFlow 

Software Defined Networking (以下,SDN) はネットワーク

の構造や構成、設定をソフトウェアによって柔軟かつ動的

に変更する技術である。規格等がベンダーによって定めら

れている既存の機器で構成されるネットワークに影響を与

えずに SDN を実現するための標準として OpenFlow[2] が

用いられている。 

OpenFlow ではコントローラー部分をソフトウェア制御す

る こ と に よ り ス イ ッ チ の 一 元 管 理 が 可 能 と な る 。 こ の

OpenFlow コントローラーで、ネットワーク通信を行う際にエ

ッジノードが隣接ノードへ送るトラヒックの分配を適切に計算

し発信する機能を追加することで、既存のネットワークでは

実現の難しい S-OSPF を実現する取り組みがこれまでにな

されてきた[3]。しかし、リンク故障発生時の対応については

未考慮である。 

３. 提案手法 

non-split S-OSPF という、分散処理をせずに最も輻輳が少

なくなるリンクを１つ選択してトラヒックを転送するルーチング

がある[4]。ネットワーク輻輳率は分散させた S-OSPF より高

くなる一方で、分散比の再計算が必要ない分実装が容易と

いう利点がある。また、使用するネットワークの規模が大きく

なる程、経路選択の自由度が高くなるためネットワーク輻輳

率を下げられることが期待できる。ここで、平常時は S-

OSPF による分散処理を行うが、故障発生時には再び分

散比を計算せずに、この non-split S-OSPF で適切なリンク

を一つだけ選ぶという故障対策の手法を考えた。 

４. 今後の予定 

考察の結果、実装難易度の観点から non-split S-OSPF を

用いた手法を採用することにした。次は故障発生時にはネ

ットワークをnon-split S-OSPF として動かす機能OpenFlow 

コントローラーに実装させる。 
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